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第１章 調査概要 

 

１．調査目的 

  本調査は、神戸沖、大阪沖、泉大津沖の各処分場において、潜水による生物の目視観察およ

び枠取り採取を実施し、海生生物の生息状況、神戸沖処分場および大阪沖処分場に導入した緩

傾斜式石積み護岸が有する「海生生物の生息環境の保全・創造効果」を検討することを目的と

する。 

 

２．調査実施日 

神戸沖処分場  ：平成 22 年５月 30 日 

大阪沖処分場  ：平成 22 年５月 29 日 

泉大津沖処分場：平成 22 年５月 21 日 

 

３．調査場所 

 (1) 神戸沖処分場 

   調査地点は、緩傾斜護岸である１地点（Ａ－２）、傾斜護岸である１地点（Ａ－４）、直立護

岸である２地点（Ａ－５、７）の計４点に設定した。（図１－３－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－１ 神戸沖処分場調査地点 
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 (2) 大阪沖処分場 

   調査地点は、直立護岸である３地点（Ｃ－１、５、６）、傾斜護岸である１地点（Ｃ－２）、

緩傾斜護岸である２地点（Ｃ－３、４）の計６点に設定した。（図１－３－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－２ 大阪沖処分場調査地点 

 

 (3) 泉大津沖処分場 

   調査地点は、直立護岸である１地点（Ｄ－３）、傾斜護岸である１地点（Ｄ－２）、エコ岸壁

２地点（Ｄ－５、６）の計４点に設定した。（図１－３－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－３ 泉大津沖処分場調査地点 
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４．調査内容 

  調査内容は、各調査地点の水質環境を把握するための水質調査（一般観測・機器測定）、生

物の分布状況を把握するための生物調査（目視観察・枠取り試料の分析）とした。 

  調査内容および調査項目を表１－４－１に示した。 

 

 

表１－４－１ 調査内容および調査項目 

調査内容 調査項目 調査地点 

一般観測 

天候･雲量･気温 

風向･風速･風浪階級 

水色･透明度 
水

質

調

査 
機器測定 水温･塩分･ＤＯ･光量 

10 地点 

（Ａ－２、４、５、７） 

（Ｃ－１、２、３） 

（Ｄ－２、５、６） 

目視観察 

植物（種類･被度） 

動物（種類･個体数･被度） 

魚類（種類･個体数） 

14 地点 

（Ａ－２、４、５、７） 

（Ｃ－１、２、３、４、５、６） 

（Ｄ－２、３、５、６） 
生

物

調

査 枠取り試料

の分析 

植物（種類･湿重量） 

動物（種類･個体数･湿重量）

４地点 

（Ａ－２） 

（Ｃ－２） 

（Ｄ－２、３） 
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５．調査方法 

 

 (1) 水質調査 

   水質調査は神戸沖処分場の４地点、大阪沖処分場の３地点および泉大津沖処分場の３地点で

実施した。（表１－４－１参照） 

 

 ① 一般観測 

   天候および雲量、風向および風浪階級は船上からの目視観測によって記録した。このほかに、

気温はアスマン乾湿計、風速はビラム通風計、水色は標準色カード、透明度は透明度板を使用

し船上から測定した。 

 

 ② 機器測定 

   水温、塩分、ＤＯ（溶存酸素）および光量（光量子束密度）の４項目について、船上から海

中に水質測定機器のセンサーを投下し、海面下 0.5ｍ層、海面下１ｍ以深については１ｍ間隔

の各層で測定を行った。（図１－５－１） 

   光量では、海面上の光量子束密度を 100％として海面下各層の相対光量（％）の値を算出し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５－１ 機器測定状況 

 

 

 (2) 生物調査 

   生物調査は神戸沖処分場（目視観察調査４地点、枠取り試料の分析１地点）、大阪沖処分場

（目視観察調査６地点、枠取り試料の分析１地点）および泉大津沖処分場（目視観察調査４地

点、枠取り試料の分析２地点）で実施した。（表１－４－１参照） 

－４－ 

 



 ① 目視観察 

   目視観察では、潜水により、平均海面＋１ｍから海底面まで水深１ｍごとに 50×50cm の方形

枠を設置し、枠内の植物（種類、被度）、動物（種類、個体数、被度）を観察し、写真撮影を行

った。護岸周辺の魚類の目視観察では、±０ｍから海底面まで水深２ｍごとに、確認した種類

と大きさを記録し、個体数をＣＲ法（表１－５－１参照）によって概略的に把握した。（図１－

５－３） 

   Ｄ－５、６（エコ岸壁）では、図１－５－２に示すとおり、水深＋１ｍから海底面まで幅 50cm

×高さ 100cm の範囲で連続的に植物および動物を観察し、写真撮影を行った（図内  部）。ま

た、６つの遊水室のうち、中央部上下の２箇所をそれぞれ上室と下室として、可能な限り、植

物および動物を目視観察し、写真撮影を行った（図内  部）。魚類については、エコ岸壁の遊

水室内、周辺、並びに貫通孔の３区分に分けて観察を行った。 

   これらの目視観察と同時に、原則として表１－５－２の類型区分に従って、底質の性状の観

察を行った。 
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図１－５－２ Ｄ－５・６（エコ岸壁）における観察部位 

 

 

 

表１－５－１ ＣＲ法による個体数区分 

記号 個体数区分

rr １～２個体

r ３～10個体

c 11～50個体

cc 51個体以上  

－５－ 



表１－５－２ 底質の類型区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 枠取り試料の分析 

   枠取り試料の分析では、潜水士によって調査地点の上層（平均海面±０ｍ）、中層（平均海

面－２ｍ）、下層（平均海面－４ｍ）の３層から、50×50cm 枠内の付着生物試料を採取した。

採取した試料は 10％ホルマリン溶液で固定して持ち帰り、室内で１mm ふるいを使用してふる

いがけし、ふるい上に残った生物の種類、個体数（動物のみ）、湿重量の分析を行った。 

 

 ③ 目視観察および枠取り試料の分析結果の表記 

   結果の表記について、植物の分類は、吉田･吉永･中嶋編「日本産海藻目録（2000 年改訂版）」

に従った。動物の分類は、門については「新日本動物図鑑（上・中・下）（1982）」に従い、

綱以下について、軟体動物門は奥谷編「日本近海産貝類図鑑（2000）」、節足動物門と棘皮動

物門は西村編「原色検索日本海岸動物図鑑（Ⅱ）（1995）」、魚類は中坊編「日本産魚類検索

（Ⅰ・Ⅱ）（2000）」、その他は原則として「新日本動物図鑑（上・中・下）」に従った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５－３ 潜水作業状況 

－６－ 

区分の基準

B (ブロック) －

R (岩盤）  －

S (転石）  等身大以上

Pl (巨礫）  等身大～大人の頭

Pm (大礫)  大人の頭～こぶし大

Ps (小礫)  こぶし大～米粒大

Sd (砂）  米粒大以下～粒子が認められる程度

Md (砂）  粒子が認められない

記号



第２章 調査結果 

 

１．水質調査 

 (1) 一般観測 

   一般観測結果を表２－１－１に示した。 

 

 ① 神戸沖処分場 

   神戸沖処分場（平成 22 年５月 30 日）の天気は晴、雲量は２～５、気温は 18.5～24.5℃、

風浪階級は１、風速は 1.9～4.5ｍ/ｓで、風向は東南東のち南であった。透明度は 2.3～3.0

ｍ、水色はＡ－２、４、５でメドウグリーン、Ａ－７でときわ色であった。 

 

 ② 大阪沖処分場 

   大阪沖処分場（平成 22 年５月 29 日）の天気は晴、雲量は２～７、気温は 20.0～22.0℃、

風浪階級は１、風速は 1.1～3.1ｍ/ｓのち calm で、風向は東南東のち無風であった。透明度

は 3.3～5.3ｍ、水色はすべての調査地点でボトルグリーンであった。 

 

 ③ 泉大津沖処分場 

   泉大津沖処分場（平成 22 年５月 21 日）の天気はくもり、雲量は 10、気温は 20.5～23.0℃、

風浪階級は１、風速は 1.0～3.1ｍ/ｓで、風向は西南西のち西であった。透明度は 5.3～7.5

ｍ、水色はすべての調査地点でボトルグリーンであった。 

－７－ 



表２－１－１  一般観測結果 

調査地点 Ａ－２ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－７

調査時間 12:00～12：25 10：36～11：10 9：30～10：00 8：35～8：55

天気・雲量 晴・２ 晴・２ 晴・４ 晴・５

気温 23.5℃ 24.5℃ 22.5℃ 18.5℃

風浪階級 １ １ １ １

風速・風向 2.0ｍ/ｓ・南 1.9ｍ/ｓ・南 3.2ｍ/ｓ・東 4.5ｍ/ｓ・東南東

透明度 3.0ｍ 2.8ｍ 2.3ｍ 2.4ｍ

ﾒﾄﾞｳｸﾞﾘｰﾝ
3GY 5.0/9.5

ﾒﾄﾞｳｸﾞﾘｰﾝ
3GY 5.0/9.5

ﾒﾄﾞｳｸﾞﾘｰﾝ
3GY 5.0/9.5

ときわ色
8GY 4.5/9.0

水深 16.4ｍ 16.5ｍ 16.5ｍ 14.0ｍ

調査地点 Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

調査時間 9：55～10：25 10：31～11：00 12：35～13：00

天気・雲量 晴・７ 晴・７ 晴・２

気温 20.0℃ 20.5℃ 22.0℃

風浪階級 １ １ １

風速・風向 3.1ｍ/ｓ・東南東 1.1ｍ/ｓ・北東 calm

透明度 3.6ｍ 3.3ｍ 5.3ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 13.4ｍ 15.7ｍ 13.6ｍ

調査地点 Ｄ－２ Ｄ－５ Ｄ－６

調査時間 10：25～10：45 9：52～10：10 13：30～14：00

天気・雲量 くもり・10 くもり・10 くもり・10

気温 22.0℃ 20.5℃ 23.0℃

風浪階級 １ １ １

風速・風向 1.6ｍ/ｓ・西南西 3.1ｍ/ｓ・西南西 1.0ｍ/ｓ・西

透明度 7.5ｍ 5.3ｍ 7.3ｍ

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

ﾎﾞﾄﾙｸﾞﾘｰﾝ
3G 3.0/4.5

水深 12.5ｍ 13.0ｍ 12.5ｍ

大阪沖
（５月29日）

泉大津沖
（５月21日）

水色

水色

神戸沖
（５月30日）

水色
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 (2) 機器測定 

   機器測定結果の概要を表２－１－２に、鉛直分布図を図２－１－２（１）～（３）に示した。 

 

 ① 神戸沖処分場 

   神戸沖処分場の水温は 15.7～17.6℃、塩分は 27.1～32.1、ＤＯは 4.5～11.2mg/L、相対光

量は 0.1％未満～73.3％(光量子束密度 0.2～1,902μE/ｍ２/sec)の範囲であった。 

   鉛直分布をみると、水温は４地点とも深くなるにつれて徐々に低くなったが、Ａ－２では水

深１～２ｍで顕著に低下した。塩分は４地点とも深くなるにつれて高くなったが、Ａ－２、４

では表層の塩分が低く、Ａ－２では水深１～５ｍで、Ａ－４では水深６～９ｍで顕著に上昇し

た。ＤＯはＡ－５、７では深くなるにつれて徐々に減少する傾向がみられたが、Ａ－２では水

深３ｍまで、Ａ－４では水深５ｍまで徐々に増加し、Ａ－２では水深３～６ｍで、Ａ－４では

水深５～９ｍで顕著に低下した。相対光量は４地点とも深くなるにつれて減少したが、Ａ－５

では水深０～２ｍでの光量の減衰が著しかった。Ａ－５では水深６ｍ以深で、Ａ－４、７では

水深７ｍ以深で、Ａ－２では水深８ｍ以深で相対光量が１％未満となった。 

 

 ② 大阪沖処分場 

   大阪沖処分場の水温は 15.8～19.0℃、塩分は 22.4～32.1、ＤＯは 4.8～8.6mg/L、相対光量

は 0.1～72.1％(光量子束密度 3.1～1,803μE/ｍ２/sec)の範囲であった。 

   鉛直分布をみると、水温はＣ－１、２では表層から底層にかけてほぼ一様であったが、Ｃ－

３では表層で高く、水深０～２ｍで顕著に低下した。塩分は３地点とも深くなるにつれて高く

なり、Ｃ－１では水深１～３ｍ、Ｃ－２では水深２～５ｍ、Ｃ－３では水深０～４ｍで顕著に

上昇した。特に、Ｃ－３では表層の塩分が低く、上昇が著しかった。ＤＯは３地点とも深くな

るにつれて徐々に減少する傾向がみられた。相対光量の減衰傾向は３地点ともほぼ同じで、Ｃ

－１、３では水深 11ｍ以深で、Ｃ－２では水深 12ｍ以深で１％未満となった。 

 

 ③ 泉大津沖処分場 

   泉大津沖処分場の水温は 14.6～22.0℃、塩分は 24.4～32.0、ＤＯは 2.8～11.1mg/L、相対

光量は 1.4～66.9％(光量子束密度 22.7～1,518μE/ｍ２/sec)の範囲であった。 

   鉛直分布をみると、水温は３地点とも深くなるにつれて低くなったが、Ｄ－２では水深３～

４ｍで、Ｄ－５では４～６ｍで、Ｄ－６では０～６ｍで顕著に低下した。特に、Ｄ－６では表

層の水温が高く、変化が著しかった。塩分は３地点とも深くなるにつれて高くなったが、Ｄ－

２、５では水深２～４ｍで顕著に高くなり、表層の塩分が著しく低かったＤ－６では水深０～

１ｍで顕著に上昇した。特に、Ｄ－６では表層の塩分が低く、変化が著しかった。ＤＯは３地

点とも深くなるにつれて減少する傾向がみられたが、Ｄ－２では水深２～３ｍと８～９ｍで、

Ｄ－５では水深３～８ｍで、Ｄ－６では水深２～８ｍで顕著に低下した。相対光量の減衰傾向

はほぼ同じで、いずれの調査地点の底層でも相対光量は１％以上であった。 

－９－ 



表２－１－２ 水質測定結果概要表 

Ａ－２ 15.7 ～ 17.6 27.1 ～ 32.1 4.6 ～ 10.6 0.1 ～ 62.5 2.8 ～ 1,691

Ａ－４ 15.8 ～ 17.3 27.6 ～ 32.1 4.7 ～ 11.2 ＜0.1 ～ 73.3 0.2 ～ 1,902

Ａ－５ 16.1 ～ 16.8 29.1 ～ 31.8 5.5 ～ 10.3 ＜0.1 ～ 59.8 0.4 ～ 1,507

Ａ－７ 15.7 ～ 16.4 29.5 ～ 32.0 4.5 ～ 8.7 0.1 ～ 71.5 2.5 ～ 1,733

Ｃ－１ 15.8 ～ 16.5 27.2 ～ 32.1 4.8 ～ 7.2 0.3 ～ 72.1 7.9 ～ 1,803

Ｃ－２ 16.2 ～ 16.6 28.5 ～ 32.0 5.6 ～ 8.0 0.4 ～ 66.5 8.1 ～ 1,505

Ｃ－３ 16.0 ～ 19.0 22.4 ～ 32.1 5.3 ～ 8.6 0.1 ～ 59.9 3.1 ～ 1,475

Ｄ－２ 14.7 ～ 19.6 29.4 ～ 32.0 3.8 ～ 9.9 1.5 ～ 62.4 37.0 ～ 1,518

Ｄ－５ 14.8 ～ 19.3 29.6 ～ 32.0 4.6 ～ 11.1 1.4 ～ 66.9 22.7 ～ 1,078

Ｄ－６ 14.6 ～ 22.0 24.4 ～ 32.0 2.8 ～ 10.3 1.4 ～ 56.9 29.3 ～ 1,225

泉大津沖

光量子束密度
（μE/㎡/sec）

　　　  項目(単位)

大阪沖

水温
（℃）

塩分
（－）

ＤＯ
（mg/L）

相対光量
（％）

神戸沖

調査地点
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図２－１－２（１） 水質の鉛直分布 
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調査場所：神戸沖処分場　　
調査日：平成22年５月30日
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図２－１－２（２） 水質の鉛直分布 
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調査場所：大阪沖処分場　　
調査日：平成22年５月29日
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図２－１－２（３） 水質の鉛直分布 
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調査場所：泉大津沖処分場　
調査日：平成22年５月21日
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２．生物調査 

 

 (1) 目視観察 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    神戸沖処分場の植物の目視観察結果を表２－２－１（１）～（４）に示す。 

    Ａ－２では、植物は平均海面＋１～－９ｍに分布し、23 種類が確認された。種類数が多

かったのは－１～２ｍと－４ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍで緑藻

綱のアオサ属が 60％、－１ｍで紅藻綱のツルツルが 70％、－３ｍで藻場構成種である褐藻

綱のシダモクが 30％、－３～４ｍで紅藻綱のマクサが 30～60％、－５ｍで紅藻綱のカバノ

リが 30％であった。藻場構成種はシダモクのほかに、褐藻綱のタマハハキモクが－１ｍで

10％であった。 

    Ａ－４では、植物は±０～－８ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多かったの

は－２～－３ｍで 11 種類であった。被度 30％以上の種類は、－1～－２ｍで紅藻綱のフダ

ラクが 30～50％、－５ｍで紅藻綱のベニスナゴが 60％であった。藻場構成種はタマハハキ

モクが－２～３ｍで５％未満～20％であった。 

    Ａ－５では、植物は±０～－９ｍに分布し、10 種類が確認された。種類数が多かったの

は－１ｍで７種類であった。被度 30％以上の種類は、－１ｍで珪藻綱が 70％、－４～５ｍ

で紅藻綱のサンゴモ目が 30％であった。Ａ－５では藻場構成種は確認されなかった。 

    Ａ－７では、植物は±０ｍと－２～６ｍに分布し、８種類が確認された。種類数が多かっ

たのは－２ｍと－４ｍで５種類であった。被度 30％以上の種類はなく、被度が最も高かっ

た種類でも、－４ｍでベニスナゴが 20％であった。Ａ－７では藻場構成種は確認されなか

った。 

 

 

表２－２－１（１） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
砂

小礫

緑藻綱 アオノリ属 +

アオサ属 60 + +

シオグサ属 +

褐藻綱 タマハハキモク 10

フクロノリ +

シダモク 30

紅藻綱 アマノリ属 +

ツノマタ属 +

コスジフシツナギ +

ツルツル 70 +

サンゴモ目 + +

イワノカワ科 + + + +

オキツノリ +

フダラク 10 +

ムカデノリ属 + 10 + +

イギス科 10 10 + 10 20 10 + +

マクサ 10 30 60 20 +

ベニスナゴ 20 10 10 +

カバノリ + 20 30 +

タオヤギソウ + 20 +

ススカケベニ + + 20 10 10 +

藍藻 藍藻綱 20

珪藻 珪藻綱 10

2 6 8 8 7 8 7 6 3 2 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（23）

 

－14－ 



表２－２－１（２） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
砂

小礫

緑藻綱 シオグサ属 10 10 +

アオサ属 + + 10 10

褐藻綱 タマハハキモク 20 +

フクロノリ +

コモングサ +

紅藻綱 ツノマタ属 10 + +

フダラク 10 50 30 20

イトグサ属 + + +

コスジフシツナギ +

ツルツル + +

ベニスナゴ + 10 10 60 +

イギス科 + 10 10

サンゴモ目 + + + 10 10 + +

カバノリ + 10 + + +

マクサ + +

ムカデノリ +

ススカケベニ + + 10 20 10 +

イワノカワ科 + +

- 5 7 11 11 6 6 5 2 2 - -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（18）

 

 

 

表２－２－１（３） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 
平成22年５月30日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
砂

大礫

緑藻綱 アオサ属 + 20 10 +

アオノリ属 10 +

シオグサ属 + 10

紅藻綱 フダラク +

イトグサ属 +

ベニスナゴ +

サンゴモ目 + + 30 30 20 20 10 +

イワノカワ科 + + 10 + + + +

ススカケベニ + + +

珪藻綱 珪藻綱 20 70 +

- 3 7 5 2 4 3 2 3 2 1 -
注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（10）

 

 

 

表２－２－１（４） 植物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

緑藻綱 アオサ属 + +

シオグサ属 +

紅藻綱 ベニスナゴ + + 20

タオヤギソウ + +

イギス科 + + +

サンゴモ目 + +

カバノリ +

ススカケベニ + +

- 1 - 5 2 5 2 1 - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（８）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    大阪沖処分場の植物の目視観察結果を表２－２－１（５）～（10）に示す。 

    Ｃ－１では、植物は平均海面±０～－10ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数が多

かったのは－４ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、－１～２ｍと－４ｍで紅藻

綱のフダラクが 30～65％、－４ｍで藻場構成種である褐藻綱のシダモクが 35％、紅藻綱の

ベニスナゴが 30％、－５～７ｍで紅藻綱のススカケベニが 30～70％であった。藻場構成種

のシダモクはこのほかに－４ｍで 15％確認された。 

    Ｃ－２では、植物は±０～－９ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多かったの

は－１ｍと－４ｍで７種類であった。被度 30％以上の種類は、－２ｍで紅藻綱のツノマタ

属が 30％、－２ｍと－４～５ｍでベニスナゴが 30～80％、－５～６ｍで紅藻綱のイワノカ

ワ科が 55～60％、－６～７ｍでススカケベニが 40～50％であった。藻場構成種はタマハハ

キモクが－１ｍで５％未満で確認された。 

    Ｃ－３では、植物は±０～－10ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多かったの

は－２ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類は、－１ｍで緑藻綱のシオグサ属が 30％、

－２ｍと－４～５ｍでベニスナゴが 50～65％、－８～９ｍでススカケベニが 40～45％であ

った。藻場構成種はシダモクが－３～４ｍで 10～25％であった。 

    Ｃ－４では、植物は±０～－10ｍに分布し、12 種類が確認された。種類数が多かったの

は－１ｍと－３～７ｍで５種類であった。被度 30％以上の種類は、－１ｍでシオグサ属が

30％、－３～５ｍで紅藻綱のカバノリが 45～65％、－６ｍでススカケベニが 50％であった。

Ｃ－４では藻場構成種は確認されなかった。 

    Ｃ－５では、植物は±０ｍ～－９ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多かった

のは－１～３ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍで緑藻綱のアオサ属が

35％、－２ｍで紅藻綱のイギス科が 40％、－３ｍで藻場構成種であるシダモクが 30～40％、

－４ｍでベニスナゴが 45％、－５ｍでススカケベニが 60％であった。シダモクのほかには

藻場構成種は確認されなかった。 

    Ｃ－６では、植物は±０ｍにアオサ属が５％で出現したのみであった。 
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表２－２－１（５） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 + 5 + 5

アオノリ属 +

褐藻綱 フクロノリ +

シダモク 35 15

紅藻綱 フダラク 65 35 5 30

イギス科 + + 20 + 10 + 15 20 + + +

ススカケベニ 25 10 70 60 30 +

ベニスナゴ 30 15 15

サンゴモ目 + +

ムカデノリ +

イワノカワ科 + 15 15 15

- 1 4 4 2 5 8 5 3 3 2 1 1

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（11）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表２－２－１（６） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 10 + +

アオノリ属 5

褐藻綱 タマハハキモク +

フクロノリ +

紅藻綱 フダラク 15 25

ツノマタ属 25 30 +

ベニスナゴ 20 30 80 70 20

イワノカワ科 5 5 15 60 55 10 25 +

イトグサ属 + + +

ススカケベニ 20 5 5 40 50 20

ムカデノリ + +

イギス科 10

カバノリ +

マクサ +

サンゴモ目 + 10 5 +

タオヤギソウ 5 +

- 1 7 6 5 7 5 5 4 3 1 -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（16）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表２－２－１（７） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 15 15 +

シオグサ属 30

ミル +

褐藻綱 シダモク 25 10

紅藻綱 フダラク 20 10 +

イワノカワ科 + + + 10 15 10 + +

ベニスナゴ 50 + 55 65 +

コスジフシツナギ +

イギス科 + + +

カバノリ + +

ススカケベニ 20 45 40 +

マサゴシバリ + +

サンゴモ目 5 +

タオヤギソウ 15

- 1 4 6 4 4 2 4 5 4 3 1

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（14）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表２－２－１（８） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－４） 

平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 25 5 10 + + +

ミル +

シオグサ属 30

紅藻綱 フダラク 25 10 +

コスジフシツナギ 5 +

カバノリ 15 45 60 65 5 +

ベニスナゴ 10 15 15 5

イワノカワ科 5 + + 5 + 5 +

イギス科 + 5 + 5 5 + 5

タオヤギソウ 5

ススカケベニ 50 15 25 15 +

サンゴモ目 + +

- 1 5 4 5 5 5 5 5 4 4 2

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（12）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表２－２－１（９） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－５） 

平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

緑藻綱 アオサ属 35 + + 5 5 +

アオノリ属 +

シオグサ属 +

ハネモ属 + +

褐藻綱 シダモク 30 40

紅藻綱 アマノリ属 +

フダラク + 25 10

イギス科 5 40 + + 5 10 10 + +

コスジフシツナギ 5

イトグサ属 5

ベニスナゴ 5 10 10 45 15

イワノカワ科 +

ススカケベニ 5 25 60 15 5 5 +

珪藻綱 珪藻綱 5 15 10 5

- 3 6 6 6 5 5 3 3 3 3 1

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数（14）

 

 

 

表２－２－１（10） 植物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－６） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7

鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁

緑藻綱 アオサ属 5

- 1 - - - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

出現種類数（１）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    泉大津沖処分場の植物の目視観察結果を表２－２－１（11）～（14）に示す。 

    Ｄ－２では、植物は平均海面±０～－８ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは－１ｍと－３ｍで９種類であった。被度 30％以上の種類は、－１～４ｍで藻場

構成種である褐藻綱のワカメが 40～90％、－４ｍで紅藻綱のオオバツノマタが 40％、－５

～６ｍで紅藻綱のタオヤギソウが 30～50％であった。ワカメのほかには藻場構成種は確認

されなかった。 

    Ｄ－３では、植物は±０～－３ｍと－７～10ｍに分布し、11 種類が確認された。種類数

が多かったのは－７ｍで５種類であった。被度 30％以上の種類はなく、被度が最も高かっ

た種類でも、－７ｍで紅藻綱のイギス科とベニスナゴが 20％であった。藻場構成種は、ワ

カメが－１～２ｍで５％未満～10％であった。 

    Ｄ－５では、植物は壁面の＋１～－５ｍと遊水室の上室および下室に分布し、10 種類が

確認された。種類数が多かったのは、壁面の－２～３ｍで８種類であった。被度 30％以上

の種類は、＋１～±０ｍで緑藻綱のアオサ属が 30％、紅藻綱のフダラクが 30％であったが、

遊水室内で確認できた種類はいずれも被度５％未満であった。藻場構成種は、ワカメが壁面

の－２～４ｍと遊水室内の下室の下面で５％未満であった。 

    Ｄ－６では、植物は壁面の＋１～－5.5ｍと遊水室の上室および下室に分布し、９種類が

確認された。種類数が多かったのは、壁面の－３～４ｍで６種類であった。被度 30％以上

の種類はなく、被度が最も高かった種類でも壁面の±０～－２ｍでアオサ属が 20％、－１

～２ｍでワカメが 20％であった。遊水室内で確認できた種類はいずれも被度５％未満であ

った。藻場構成種は、ワカメが壁面の±０～－４ｍと遊水室内の下室の下面で５％未満～

20％であった。 

 

 

 

表２－２－１（11） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

平成22年５月21日

+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

緑藻綱 アオサ属 + + + + +

シオグサ属 + +

アオノリ属 +

ミル +

褐藻綱 ワカメ 70 90 80 4 0 20

ケウルシグサ + + +

紅藻綱 フダラク + 10 + +

ムカデノリ属 + 10 10 +

オオバツノマタ 10 + 10 40 +

イトグサ属 +

ツルツル + 10 +

マクサ + + +

ベニスナゴ + 10 + 10

タオヤギソウ + 20 50 30 20 +

カバノリ 10 20 5 +

ススカケベニ + + 10

イギス科 + + +

- 4 9 7 9 8 6 7 4 3 - - - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

平均海面（ｍ）

出現種類数（17）

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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表２－２－１（12） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成22年５月21日

+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

緑藻綱 アオサ属 + +

アオノリ属 +

シオグサ属 +

ミル +

ハネモ属 +

褐藻綱 ワカメ 10 +

紅藻綱 イギス科 20 10 10 +

ベニスナゴ 20 +

ススカケベニ + 10 +

タオヤギソウ 5

カバノリ + + +

- 2 3 1 2 - - - 5 4 3 1 - - -

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

平均海面（ｍ）

出現種類数（11）

 

 

 

表２－２－１（13） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 
平成22年５月21日

+1 +1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5

ケーソン
網

金網

石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

緑藻綱 アオサ属 10 30 10 + + + +

アオノリ属 + 20 + 20 + + + +

シオグサ属 + + + + +

ハネモ属 + + + +

褐藻綱 ワカメ + + +

紅藻綱 フダラク 30 + +

タオヤギソウ + 20 10 + +

ベニスナゴ + + +

ムカデノリ属 +
珪藻綱 珪藻綱 10 20 10 +

3 5 5 6 8 5 3 - - - 3 - 1 4

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

上室

エコ岸壁

　　　　　　　　基質または部位
種類名

平均海面（ｍ）

観察場所
遊水室

下室

出現種類数（10）

壁面

 

 

 

表２－２－１（14） 植物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－６） 

平成22年５月21日

+1 +1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5

ケーソン
網

金網

石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

緑藻綱 アオノリ属 10 10 +

アオサ属 + 20 20 + + +

シオグサ属 + + + +

褐藻綱 ワカメ + 20 10 + +

紅藻綱 フダラク + +

カバノリ + + +

タオヤギソウ + + + +

イギス科 + + +

藍藻綱 藍藻綱 + +

2 3 5 4 5 6 2 1 - - 1 - - 3

注：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

平均海面（ｍ）

エコ岸壁

壁面

下室

観察場所
遊水室

上室

出現種類数（９）

　　　　　　　　基質または部位
種類名
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    神戸沖処分場の動物の目視観察結果を表２－２－２（１）～（４）に示す。 

    Ａ－２では、動物は平均海面＋１～－９ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは±０ｍで７種類であった。被度 30％以上の種類は、－２～４ｍで環形動物門の

カンザシゴカイ科が 30～50％であった。個体数が１枠（0.25 ㎡）あたり 10 個体以上みられ

た種類は、－７ｍで棘皮動物門のキヒトデで 11 個体であった。 

    Ａ－４では、動物は＋１～－７ｍと－10ｍに分布し、17 種類が確認された。種類数が多

かったのは±０ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、＋１ｍで節足動物門のイワ

フジツボが 40％、－１～２ｍでカンザシゴカイ科が 30～50％であった。個体数が１枠あた

り 10 個体以上みられた種類は、＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 36 個体であった。 

    Ａ－５では、動物は＋１～－９ｍに分布し、20 種類が確認された。種類数が多かったの

は±０ｍと－３～５ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類はなく、最も被度が高かっ

た種類でも、－２～３ｍで節足動物門のヨーロッパフジツボが 10％であった。個体数が１

枠あたり 10 個体以上みられた種類は、＋１ｍでアラレタマキビが 30 個体、－１～２ｍで軟

体動物門のレイシガイが 24～160 個体、－３ｍで棘皮動物門のイトマキヒトデが 18 個体で

あった。 

    Ａ－７では、動物は＋１～－８ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多かったの

は±０ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、±０～－１ｍで軟体動物門のムラサ

キイガイが 70～95％、－２ｍでカンザシゴカイ科が 95％であった。個体数が１枠あたり 10

個体以上みられた種類は、＋１ｍでアラレタマキビが 90 個体、－１ｍでイトマキヒトデが

11 個体、キヒトデが 19 個体であった。 

 

 

 

表２－２－２（１） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２）

平成22年５月30日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫
砂

小礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

環形動物門 カンザシゴカイ科 20 50 50 30 10 +

ミズヒキゴカイ科 +

ケヤリムシ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + + + + + + +

軟体動物門 アラレタマキビ (6)

カラマツガイ (1)

ヨメガカサ (1)

キクノハナガイ (1)

タマキビ (2)

ムラサキイガイ + +

レイシガイ (3) (2)

コシダカガンガラ (1) (2)

節足動物門 イワフジツボ + +

サンカクフジツボ +

棘皮動物門 キヒトデ (2) (3) (11) (4) (2)

イトマキヒトデ (2) (4) (3) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） +

2 7 5 3 4 4 4 5 3 1 2 -

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(18)
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表２－２－２（２） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４）
平成22年５月30日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック
砂

小礫

海綿動物門 海綿動物門 + +

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

ヒドロ虫綱 + + +

チギレイソギンチャク 10 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 50 30 20 10

触手動物門 コケムシ綱 10 10 +

フサコケムシ科 +

軟体動物門 アラレタマキビ (36)

イボニシ (5)

ムラサキイガイ +

レイシガイ (1)

節足動物門 イワフジツボ 40 +

サンカクフジツボ +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (5) (1) (1)

キヒトデ (2) (1) (5) (3)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + +

― 泥巣 +

2 8 7 5 3 5 1 2 1 - - 1

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(17)

 
 

表２－２－２（３） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５）

平成22年５月30日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫 大礫
砂

大礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

イソギンチャク目 + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + + + +

軟体動物門 カモガイ (1)

タマキビ (3)

アラレタマキビ (30)

ムラサキイガイ +

イタボガキ科 +

レイシガイ (24) (160)

サザエ (1)

シマメノウフネガイ + +

コシダカガンガラ (2) (1) (1)

節足動物門 イワフジツボ + +

ヨーロッパフジツボ + 10 10

サンカクフジツボ + + +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (4) (18) (5) (2) (2) (1)

キヒトデ (1) (7) (4) (1) (5) (2) (1)

マナマコ (1) (1)

サンショウウニ (2)

原索動物門 エボヤ + + + +

4 6 5 3 6 6 6 4 5 2 1 -

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(20)

 

 

 

表２－２－２（４） 動物の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７）

平成22年５月30日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8

ケーソン 矢板 矢板 矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

小礫
砂

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 10 95 20

軟体動物門 アラレタマキビ (90)

タマキビ (4)

レイシガイ (1)

ムラサキイガイ 95 70 +

節足動物門 イワフジツボ 20

シロスジフジツボ +

ヨーロッパフジツボ +

サンカクフジツボ + +

棘皮動物門 イトマキヒトデ (3) (11) (3) (4) (3) (1) (1) (2)

キヒトデ (2) (19) (4) (3) (1) (1)

サンショウウニ (1)

マナマコ (1) (1)

モミジガイ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + +

エボヤ +

― 泥巣 20

4 8 6 6 7 1 2 2 1 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。

注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数(18)

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    大阪沖処分場の動物の調査結果を表２－２－２（５）～（10）に示す。 

    Ｃ－１では、動物は平均海面＋１～－10ｍに分布し、27 種類が確認された。種類数が多

かったのは－１ｍと－３ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍで軟体動物

門のムラサキイガイが 40％、－１～４ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 60～95％であ

った。個体数が１枠あたり 10 個体以上みられた種類は軟体動物門のアラレタマキビで、＋

１ｍで 14 個体であった。 

    Ｃ－２では、動物は＋１～－10ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多かったの

は－２ｍで８種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍでのムラサキイガイが 35％、

－２～３ｍでカンザシゴカイ科が 55～100％であった。個体数が１枠あたり 10 個体以上み

られた種類はアラレタマキビで、＋１ｍで 53 個体であった。 

    Ｃ－３では、動物は＋１～－10ｍに分布し、16 種類が確認された。種類数が多かったの

は－４ｍと－６ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍでムラサキイガイが

60％、－２～５ｍでカンザシゴカイ科が 35～95％であった。個体数が１枠あたりに最も多

かった種類は節足動物門のヤドカリ科で、－４ｍで５個体であった。 

    Ｃ－４では、動物は±０～－10ｍに分布し、21 種類が確認された。種類数が多かったの

は－５ｍで７種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍでムラサキイガイが 55％、－

２ｍと－４～５ｍでカンザシゴカイ科が 30～95％であった。個体数が１枠あたりに最も多

かった種類は軟体動物門のカラマツガイとコシダカガンガラで、それぞれ±０ｍと－８ｍで

３個体であった。 

    Ｃ－５では、動物は＋１～－９ｍに分布し、22 種類が確認された。種類数が多かったの

は－１ｍで９種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍでムラサキイガイが 50％、－

１～３ｍでカンザシゴカイ科が 85～100％であった。個体数が１枠あたり 10 個体以上みら

れた種類は軟体動物門のイボニシで、－１ｍで 10 個体であった。 

    Ｃ－６では、動物は±０～－７ｍに分布し、14 種類が確認された。種類数が多かったの

は－４ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類は、±０～－１ｍでムラサキイガイが 50

～100％、－２～４ｍでカンザシゴカイ科が 60～90％であった。個体数が１枠あたり 10 個

体以上みられた種類は棘皮動物門のキヒトデで、－７ｍで 23 個体であった。 
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表２－２－２（５） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 5 5 5 +

腔腸動物門 Anthopleura属 +

タテジマイソギンチャク +

ヒドロ虫綱 + + + + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 60 60 95 90 15 +

ケヤリムシ科 +

ミズヒキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 15 15 + 5 10 15 15

軟体動物門 アラレタマキビ (14)

ムラサキイガイ 40

タマキビ (2)

ムギガイ (2)

レイシガイ (3)

コシダカガンガラ (1) (1)

サザエ (1)

シマメノウフネガイ +

節足動物門 イワフジツボ 10

ヤドカリ科 (1) (1) (1) (1)

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1)

キヒトデ (2) (1)

サンショウウニ (1)

イトマキヒトデ (1) (1) (1)

マナマコ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） 10 10 5 5 10

ユウレイボヤ属 +

ホヤ綱（単体性） +

― 泥巣 +

1 3 8 5 8 5 6 3 3 4 6 2 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(27)

 

 

表２－２－２（６） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 5

腔腸動物門 Anthopleura属 + +

ヒドロ虫綱 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 + 55 100 + +

ケヤリムシ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + + + + + 5

軟体動物門 アラレタマキビ (53)

ムラサキイガイ 35

キクノハナガイ (2)

コシダカガンガラ (1) (4) (4) (1) (2) (2)

イワガキ 5

レイシガイ (1)

ムギガイ (2)

サザエ (1)

ナミマガシワ科 + +

節足動物門 サンカクフジツボ + 10 + + +

棘皮動物門 キヒトデ (1) (2) (1)

イトマキヒトデ (4) (1) (2) (2) (1)

マナマコ (1) (1) (2) (2)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 10

エボヤ +

1 2 3 8 5 4 6 4 5 6 5 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(21)

 

 

表２－２－２（７） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

シオガマサンゴ +

環形動物門 カンザシゴカイ科 35 95 75 40 + + +

触手動物門 コケムシ綱 + + 10 5 10 15 +

軟体動物門 アラレタマキビ (2)

ムラサキイガイ 60

イボニシ (2)

レイシガイ (1) (1) (1) (1)

カラマツガイ (1)

イタボガキ科 5

コシダカガンガラ (2) (1) (2) (3) (1) (2) (2)

節足動物門 ヤドカリ科 (2) (5) (1)

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (2) (1) (1) (1)

キヒトデ (1) (1) (2)

マナマコ (1) (1) (1)

原索動物門 エボヤ +

1 5 1 3 5 6 4 6 5 5 3 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(16)
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表２－２－２（８） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－４） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

Anthopleura属 +

環形動物門 ミズヒキゴカイ科 +

カンザシゴカイ科 + 30 15 90 95 +

触手動物門 コケムシ綱 + + 20 25 15 15 +

軟体動物門 ムラサキイガイ 55

カラマツガイ (3)

ケハダヒザラガイ科 (1)

コシダカガンガラ (1) (2) (1) (2) (3)

ムギガイ (1)

レイシガイ (1)

カゴメガイ (1)

サザエ (1)

節足動物門 ヤドカリ科 (1) (1)

棘皮動物門 キヒトデ (1) (1) (1) (2) (1) (2)

サンショウウニ (1)

マナマコ (1) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） +

ホヤ綱（単体性） + +

― 卵塊 + + +

泥巣 +

－ 3 4 5 4 6 7 5 4 4 2 2

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(21)

 

 

 

表２－２－２（９） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－５）

平成22年５月29日

平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫

海綿動物門 海綿動物門 5 +

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

Anthopleura属 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 100 90 25 85 +

ミズヒキゴカイ科 +

触手動物門 コケムシ綱 + + 10 + 5 +

軟体動物門 アラレタマキビ (1)

ムラサキイガイ 50 +

カラマツガイ (1)

イボニシ (1) (10) (1)

レイシガイ (4) (1) (1) (1) (1)

シマメノウフネガイ +

ウミフクロウ (1)

節足動物門 イワフジツボ +

棘皮動物門 キヒトデ (1) (1) (1) (1) (2) (3) (4)

イトマキヒトデ (2)

マナマコ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + + + + +

エボヤ + +

ユウレイボヤ属 + + +

ホヤ綱（単体性） +

― 泥巣 20 15 + 10 + 5 +

1 5 9 7 4 6 6 5 4 4 4 3

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(22)

 

 

 

表２－２－２（10） 動物の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－６）

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） +1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7

鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁

海綿動物門 海綿動物門 5 5

腔腸動物門 ヒドロ虫綱 +

環形動物門 カンザシゴカイ科 75 90 60 20 15 5

触手動物門 コケムシ綱 + 5 15

軟体動物門 ムラサキイガイ 50 100 25

マガキ 5

カラマツガイ (3)

節足動物門 アカフジツボ +

棘皮動物門 キヒトデ (8) (3) (7) (23)

イトマキヒトデ (3)

原索動物門 エボヤ + + +

ユウレイボヤ属 + +

ホヤ綱（群体性） +

― 泥巣 + 5 10

－ 3 3 4 4 6 3 5 4

注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数(14)

　　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    泉大津沖処分場の動物の調査結果を表２－２－２（11）～（14）に示す。 

    Ｄ－２では、動物は平均海面＋１～－13ｍに分布し、18 種類が確認された。種類数が多

かったのは－４ｍで６種類であった。被度 30％以上の種類は、±０ｍで軟体動物門のムラ

サキイガイが 70％、－１～２ｍで環形動物門のカンザシゴカイ科が 30～60％であった。個

体数が１枠あたり 10 個体以上みられた種類は、＋１ｍで軟体動物門のアラレタマキビが 80

個体、±０ｍで軟体動物門のレイシガイが 16 個体であった。 

    Ｄ－３では、動物は＋１～－12ｍに分布し、24 種類が確認された。種類数が多かったの

は－２ｍで 11 種類であった。被度 30％以上の種類は、±０～－２ｍでムラサキイガイが 30

～100％、－２～４ｍでカンザシゴカイ科が 40～60％、－６ｍで泥巣が 30％であった。個体

数が１枠あたり 10 個体以上みられた種類は、＋１ｍでアラレタマキビが 120 個体、－２ｍ

と－６ｍで棘皮動物門のキヒトデが 17 個体と 45 個体であった。 

    Ｄ－５では、動物は壁面の＋１～－5.5ｍ、遊水室の上室および下室に分布し、27 種類が

確認された。種類数が多かったのは壁面の－１～２ｍで 14 種類であった。被度 30％以上の

種類は、壁面では＋１～－２ｍでムラサキイガイが 30～60％、±０～－２ｍでカンザシゴ

カイ科が 30～40％、－３～４ｍで触手動物門のコケムシ綱が 30％であった。遊水室内では

上室の上面および側面でカンザシゴカイ科が 40～70％、下室の上面および側面でコケムシ

綱が 30～40％、下室の上面でムラサキイガイが 40％であった。観察範囲に個体数が 10 個体

以上見られた種類は、壁面では＋１～±０ｍで軟体動物門のイボニシが 35～160 個体、＋１

ｍ～－１ｍでレイシガイが 20～60 個体、＋１～－２ｍでキヒトデが 16～75 個体であった。

遊水室内ではキヒトデが下室の下面で 12 個体であった。 

    Ｄ－６では、動物は壁面の＋１～－5.5ｍ、遊水室の上室および下室に分布し、14 種類が

確認された。種類数が多かったのは壁面の±０～－１ｍで 11 種類であった。被度 30％以上

の種類は、壁面では＋１ｍで節足動物門のイワフジツボが 40％、＋１～±０ｍで軟体動物

門のマガキが 50％、±０～－１ｍでムラサキイガイが 50％、±０～－３ｍでカンザシゴカ

イ科が 30～50％であった。遊水室内では上室の上面および側面、下室の上面および側面で

カンザシゴカイ科が 30～80％、上室の上面でムラサキイガイとユウレイボヤ属がともに

30％であった。観察範囲に個体数が 10 個体以上見られた種類は、壁面では＋１～±０ｍで

イボニシが 40 個体、＋１～－１ｍでレイシガイが 15～40 個体、±０～－１ｍでキヒトデが

35 個体、－５～5.5ｍで棘皮動物門のイトマキヒトデが 18 個体であった。遊水室内ではキ

ヒトデが上室の側面に 30 個体であった。 
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表２－２－２（11） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 
平成22年５月21日

+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

環形動物門 カンザシゴカイ科 60 30 10 + +

触手動物門 コケムシ綱 + 10 10 +

アミコケムシ科 + 10 20 20 20 10

軟体動物門 アラレタマキビ (80)

ベッコウガサガイ (2)

コガモガイ (1)

カラマツガイ (3) (4)

イボニシ (9)

レイシガイ (16)

ムラサキイガイ 70

ムギガイ (6)

コシダカガンガラ (1)

節足動物門 イワフジツボ + 10

棘皮動物門 イトマキヒトデ (1) (2) (1) (2) (3) (1) (1) (2)

キヒトデ (2) (1) (1) (2) (2) (3) (2) (1) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 10 +

エボヤ +

― 泥巣 + + + + +

5 5 3 3 3 6 3 4 4 4 3 4 3 2 1
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

平均海面（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

出現種類数（18）

 

 

表２－２－２（12） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 
平成22年５月21日

+1 ±0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13

ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

腔腸動物門 タテジマイソギンチャク +

ヒドロ虫綱 + +

チギレイソギンチャク +

シオガマサンゴ + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 50 60 40 10 +

触手動物門 アミコケムシ科 20 + + + + + 10 20 20 20 +

コケムシ綱 10 20 10 10

フサコケムシ科 +

軟体動物門 アラレタマキビ (120)

ムラサキイガイ 100 95 30

カラマツガイ (2)

レイシガイ (1) (8)

ウミフクロウ (1)

節足動物門 イワフジツボ 20

ヤドカリ科 (1)

棘皮動物門 キヒトデ (17) (4) (1) (1) (45) (1) (3) (1) (2) (1)

イトマキヒトデ (3) (2) (9)

サンショウウニ (1)

マナマコ (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 10 + + +

シロボヤ +

エボヤ + + + +

ユウレイボヤ属 +

― 泥巣 + 20 30 + + + +

2 4 4 11 7 8 7 8 5 3 4 3 3 1 -
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

出現種類数（24）

　　　　　　　　　　　　　        基質
種類名

平均海面（ｍ）

 

 

表２－２－２（13） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成22年５月21日

+1 +1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5

ケーソン
網

金網

石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

海綿動物門 海綿動物門 + +

腔腸動物門 チギレイソギンチャク + + +

ヒドロ虫綱 + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 30 40 20 10 10 + 40 70 20 20

触手動物門 コケムシ綱 + 20 30 20 + + 20 30 40

フサコケムシ科 + + + +

アミコケムシ科 + + +

軟体動物門 ケガキ 10 +

ムラサキイガイ 50 60 60 30 + 20 + + 40 +

マツバガイ (2)

イボニシ (35) (160)

ヨメガカサ (8)

カラマツガイ (3)

ベッコウガサガイ (4)

レイシガイ (60) (20)

ミドリイガイ + +

アカニシ (1) (1)

イタボガキ科 10

節足動物門 イワフジツボ +

棘皮動物門 キヒトデ (75) (40) (16) (7) (7) (9) (3) (2) (5) (8) (5) (9) (12)

マナマコ (8) (1) (4) (7) (6) (1) (6)

イトマキヒトデ (6) (1) (1) (2) (2) (3) (1)

原索動物門 ホヤ綱（群体性） + 10 10 10 + 10 10 10 10

シロボヤ + + + + + + 10 +

ユウレイボヤ属 + + + + + + + + + +

エボヤ + + + + + + +
― 泥巣 20 10 +

8 6 12 14 10 13 11 5 11 9 3 8 10 4
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

エコ岸壁
壁面 遊水室

上室 下室

出現種類数（27）

平均海面（ｍ）

　　　　　　　　        基質または部位
種類名

観察場所
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表２－２－２（14） 動物の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－６） 
平成22年５月21日

+1 +1～±0 ±0～-1 -1～2 -2～3 -3～4 -4～5 -5～5.5

ケーソン
網

金網

石
ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン ケーソン 上面 側面 下面 上面 側面 下面

腔腸動物門 チギレイソギンチャク + +

環形動物門 カンザシゴカイ科 10 30 30 50 20 10 + 30 70 70 80

触手動物門 コケムシ綱 10 + 10 30 10 + + 10

フサコケムシ科 + + + +

軟体動物門 マガキ + 50 +

ムラサキイガイ 10 50 + 30 +

イボニシ (40)

レイシガイ (15) (40)

節足動物門 イワフジツボ 40 +

棘皮動物門 キヒトデ (3) (35) (7) (4) (3) (4) (2) (6) (30) (3) (2) (3)

イトマキヒトデ (4) (2) (3) (2) (1) (18) (2) (1) (6) (1) (1)

原索動物門 エボヤ + + + + + + +

ホヤ綱（群体性） + + + 10 + + + +

ユウレイボヤ属 + + 10 + 30 10 + 10

2 7 11 10 8 8 5 5 7 6 4 6 3 2
注１：数値は被度（％）を示し、＋は５％未満を示す。
注２：（）内の数値は個体数を示す。

壁面
エコ岸壁

上室
遊水室

下室

　　　　　　　　        基質または部位
種類名

観察場所

出現種類数（14）

平均海面（ｍ）
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 ③ 魚類 

  Ａ．神戸沖処分場 

    神戸沖処分場の魚類の目視観察結果を表２－２－３（１）～（４）に示す。 

    Ａ－２では平均海面－２～４ｍでアイナメとカサゴの２種類が１～２個体確認されたの

みであった。 

    Ａ－４では５種類が確認され、－２～４ｍで４種類と最も多かった。個体数が最も多かっ

たのは－２～４ｍと－４～６ｍのスズメダイ、－２～４ｍのメバル、－４～６ｍのササノハ

ベラで３～10 個体であった。 

    Ａ－５では－２～４ｍでキュウセンが１～２個体確認されたのみであった。 

    Ａ－７では３種類が確認され、－４～６ｍで２種類と最も多かった。個体数が最も多かっ

たのはキュウセンで、－４～６ｍで３～10 個体であった。 

 

 

 

表２－２－３（１） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－２） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック

巨礫
巨礫 巨礫

巨礫
小礫
砂

魚類 アイナメ(15) rr
カサゴ(8～12) rr

- 2 - - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)

 
 

 

表２－２－３（２） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－４） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック ブロック ブロック
ブロック

砂
小礫

魚類 スズメダイ(7～12) r r
コモンフグ(12) rr
ササノハベラ(10～18) rr r
メバル(5～10) r
カサゴ(10) rr

- 4 3 - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(５)
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表２－２－３（３） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－５） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン

巨礫
巨礫 巨礫

巨礫
砂

大礫

魚類 キュウセン(5) rr
- 1 - - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(１)

 

 

 

表２－２－３（４） 魚類の目視観察結果 神戸沖処分場（Ａ－７） 

平成22年５月30日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8

矢板 矢板
小礫
砂

小礫
砂

魚類 カサゴ(10) rr

キュウセン(7～12) r

カレイ科(5) rr
- 1 2 -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数
      を示す。

出現種類数(３)

　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｃ．大阪沖処分場 

    大阪沖処分場の魚類の目視観察結果を表２－２－３（５）～（10）に示す。 

    Ｃ－１では平均海面－２～４ｍと－４～６ｍでメバルが３～10 個体確認されたのみであ

った。 

    Ｃ－２では－２～４ｍ、－４～６ｍおよび－６～８ｍでメバルが確認されたのみであった。

個体数は－２～４ｍで 11～50 個体と最も多かった。 

    Ｃ－３では－４～６ｍでクロダイが１～２個体確認されたのみであった。 

    Ｃ－５では－２～４ｍと－４～６ｍでメバルが確認されたのみであった。個体数は－４～

６ｍで 11～50 個体と最も多かった。 

    Ｃ－４とＣ－６では魚類は確認されなかった。 

 

 

表２－２－３（５） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－１） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン

巨礫
巨礫 巨礫 巨礫

魚類 メバル（4～6） r r
- 1 1 - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(１)

 
 

 

表２－２－３（６） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－２） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック
ブロック

巨礫
巨礫 巨礫 巨礫

魚類 メバル（4～6） c r r
- 1 1 1 -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)

 
 

 

表２－２－３（７） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－３） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫

魚類 クロダイ（30） rr
- - 1 - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)
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表２－２－３（８） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－４） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ブロック ブロック
ブロック

巨礫
巨礫 巨礫

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種なし  
 

 

表２－２－３（９） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－５） 

平成22年５月29日
平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

ケーソン
ケーソン

巨礫
巨礫 巨礫 巨礫

魚類 メバル（3～7） rr c
- 1 1 - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(２)

 
 

 

表２－２－３（10） 魚類の目視観察結果 大阪沖処分場（Ｃ－６） 
平成22年５月29日

平均海面（ｍ） ±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10

鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁 鋼管壁

出現種なし

　　　　　　　　　　　　基質
種類名
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  Ｄ．泉大津沖処分場 

    泉大津沖処分場の魚類の目視観察結果を表２－２－３（11）～（14）に示す。 

    Ｄ－２では６種類が確認され、－６～８ｍで５種類と最も多かった。個体数が 11 個体以

上みられた種類はメバルで、－６～８ｍで 51 個体以上であった。 

    Ｄ－３では３種類が確認され、－６～８ｍで２種類と最も多かった。個体数が 11 個体以

上みられた種類はメバルで、－６～８ｍで 11～50 個体であった。 

    Ｄ－５では 10 種類が確認され、エコ岸壁の周辺で８種類と最も多かった。個体数が 11

個体以上みられた種類は、エコ岸壁周辺でクロダイとキュウセンが 11～50 個体、メバルと

スズメダイが 51 個体以上であった。 

    Ｄ－６では５種類が確認され、エコ岸壁の周辺では全ての種類が確認された。個体数が

11 個体以上みられた種類は、エコ岸壁の周辺でクロダイが 11～50 個体、メバルが 51 個体

以上であった。 

 

 

 

 

 

表２－２－３（11） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－２） 

平成22年５月21日
±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～14 14～

ブロック ブロック ブロック 巨礫 巨礫 巨礫
巨礫
大礫

泥

魚類 ウミタナゴ(10～15) r r

クロダイ(25～35) r r

キュウセン(5～15) r

メバル(3～5) cc

アイナメ(10) rr

アサヒアナハゼ(10) rr
- 1 2 5 - - - -

注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(６)

平均海面（ｍ）

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

 

 

 

表２－２－３（12） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－３） 

平成22年５月21日
±0～－2 －2～4 －4～6 －6～8 －8～10 －10～12 －12～14 14～

ケーソン ケーソン ケーソン 巨礫 巨礫 巨礫 巨礫 泥

魚類 アイナメ(10) rr
クロダイ(20～25) r
メバル(3～5) c

- - 1 2 - - - -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。
注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種類数を示す。

出現種類数(３)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

平均海面（ｍ）
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表２－２－３（13） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－５） 

平成22年５月21日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 クロダイ（25～35） r c
アイナメ（10～12） r rr
ウミタナゴ（12～15） r r
メバル（3～12） r cc
カサゴ（10） rr
クサフグ（10） rr
アサヒアナハゼ（8～10） rr r
キュウセン（5～15） c
スズメダイ（8～10） cc
コモンフグ（12） rr

7 8 -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。

注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種

      類数を示す。

出現種類数(10)

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

観察部位
エコ岸壁

 

 

表２－２－３（14） 魚類の目視観察結果 泉大津沖処分場（Ｄ－６） 

平成22年５月21日

遊水室内 周辺 貫通孔

ケーソン ケーソン ケーソン

魚類 クロダイ（20～30） rr c
アイナメ（10～15） rr
アサヒアナハゼ（10） rr
ウマヅラハギ（15） rr
メバル（3～5） cc

1 5 -
注１：rr＝１～２個体、r＝３～10個体、c＝11～50個体、cc＝51個体以上を示す。

注２：種類名の（）内の数値は全長（cm）を、出現種類数の（）内の数値は総種

      類数を示す。

　　　　　　　　　　　　　　基質
種類名

出現種類数(５)

観察部位
エコ岸壁
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 (2) 枠取り試料の分析 

   神戸沖処分場および大阪沖処分場において実施した植物の枠取り分析結果を表２－２－４、

動物の枠取り分析結果を表２－２－５に示した。 

 

 ① 植物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    Ａ－２では、上層から下層で 11～13 種類が出現し、総湿重量は 28.96～202.92ｇ/0.25ｍ2 

   であった。種類数は中層で最も多く、上層で最も少なかったが、各層ほぼ同じであった。湿

重量は下層で最も多く、上層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層では緑藻綱のシオグサ属が全体の 43％、中層では藻場構成種であ

る褐藻綱のタマハハキモクが全体の 84％、下層では紅藻綱のマクサが全体の 51％を占め、

それぞれ第１位であった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    Ｃ－２では、上層から下層で６～17 種類が出現し、総湿重量は 0.98～368.18ｇ/0.25ｍ2

であった。種類数は中層で最も多く、上層で最も少なかった。湿重量は下層で最も多く、上

層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層では緑藻綱のアオサ属が全体の 89％、中層と下層では紅藻綱のス

スカケベニがそれぞれ全体の 51％と 93％を占め、それぞれ第１位であった。 

 

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    Ｄ－２では、上層から下層で７～13 種類が出現し、総湿重量は 7.77～4,662.46ｇ/0.25ｍ2 

   であった。種類数は下層で最も多く、上層と中層で最も少なかった。湿重量は中層で最も多

く、上層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層では紅藻綱のベニスナゴが全体の 40％、中層では藻場構成種であ

る褐藻綱のワカメが全体のほぼ 100％、下層では紅藻綱のタオヤギソウが全体の 65％を占め、

それぞれ第１位であった。このほかに、下層において藻場構成種であるワカメが 25％を占

め、第２位であった。 

    Ｄ－３では、上層から下層で３～８種類が出現し、総湿重量は 0.13～1.82ｇ/0.25ｍ2 で

あった。種類数と湿重量はともに下層で最も多く、上層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層ではシオグサ属が全体の 100％、中層では緑藻綱のミルが全体の

70％、下層では藻場構成種のワカメが全体の 84％を占め、それぞれ最も多かった。 
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表２－２－４ 枠取り分析結果(植物) 

第１位 ｼｵｸﾞｻ属 12.41 (43) ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 109.48 (84) ﾏｸｻ 103.47 (51)

優占種 第２位 ﾂﾉﾏﾀ属 10.57 (36) ｲﾄｸﾞｻ属 6.08 (5) ｶﾊﾞﾉﾘ 45.23 (22)

第３位 ｱｵｻ属 5.34 (18) ﾌﾀﾞﾗｸ 5.42 (4) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 27.04 (13)

第１位 ｱｵｻ属 0.87 (89) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 68.06 (51) ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 341.94 (93)

優占種 第２位 ｱｵﾉﾘ属 0.08 (8) ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 20.42 (15) ﾌﾀﾞﾗｸ 24.08 (7)

第３位 ｼｵｸﾞｻ属 0.03 (3) ﾌﾀﾞﾗｸ 19.06 (14) ﾂﾉﾏﾀ属 0.78 (-)

第１位 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 3.11 (40) ﾜｶﾒ 4,652.94 (100) ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 628.94 (65)

第２位 ｲﾄｸﾞｻ属 2.04 (26) ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 3.73 (-) ﾜｶﾒ 242.67 (25)

第３位 ﾌﾀﾞﾗｸ 1.45 (19) ﾂﾉﾏﾀ属 3.54 (-) ﾂﾉﾏﾀ属 46.67 (5)

第１位 ｼｵｸﾞｻ属 0.13 (100) ﾐﾙ 0.28 (70) ﾜｶﾒ 1.53 (84)

第２位 ｱｵﾉﾘ属 + (-) ﾀﾞｼﾞｱ属 0.11 (28) ｱｵｻ属 0.27 (15)

ｱｵｻ属

第３位 ｲﾄｸﾞｻ属 0.01 (3) ｱｵﾉﾘ属 0.01 (1)

ﾀｵﾔｷﾞｿｳ

注1）表中の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

注2）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、「－」は１％未満または算出できなかったことを示す。

泉大津沖

Ｄ-３

（５月21日）

調査地点

（調査日）
層

上

11

7

0.13

3

神戸沖

Ａ-２

（５月30日）

大阪沖

Ｃ-２

（５月29日）

中 下

（Ｍ.Ｗ.Ｌ±0.0ｍ） （Ｍ.Ｗ.Ｌ-2.0ｍ） （Ｍ.Ｗ.Ｌ-4.0ｍ）

13 12

総湿重量
28.96 130.83 202.92

（ｇ/0.25㎡）

出現種類数

泉大津沖

Ｄ-２

（５月21日）

出現種類数

16

総湿重量
0.98 132.22 368.18

（ｇ/0.25㎡）

優占種

出現種類数 6

13

総湿重量
7.77 4,662.46 960.24

（ｇ/0.25㎡）

7

17

4 8

総湿重量

優占種

0.40 1.82
（ｇ/0.25㎡）

出現種類数
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 ② 動物 

  Ａ．神戸沖処分場 

    Ａ－２では、上層から下層で 24～65 種類が出現し、下層で最も多く、上層で最も少なか

った。総個体数は 246～13,662 個体/0.25ｍ2、総湿重量は 2.38～237.47ｇ/0.25ｍ2で、と

もに中層で最も多く、上層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層では個体数において軟体動物門のムラサキイガイが全体の 33％、

湿重量において軟体動物門のカラマツガイが全体の 35％を占め最も多かった。中層では個

体数において節足動物門のマルエラワレカラが全体の 49％、湿重量において棘皮動物門の

イトマキヒトデが全体の 34％を占め最も多かった。下層でも中層と同様に、個体数におい

てマルエラワレカラが全体の 38％、湿重量においてイトマキヒトデが全体の 28％を占め最

も多かった。 

 

  Ｃ．大阪沖処分場 

    Ｃ－２では、上層から下層で 18～60 種類が出現し、中層で最も多く、上層で最も少なか

った。総個体数は 348～11,998 個体/0.25ｍ2、総湿重量は 72.77～201.84g/0.25ｍ2で、上

層で最も多く、下層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層ではムラサキイガイが個体数で全体の 99％、湿重量で全体のほぼ

100％を占め最も多かった。中層では、個体数において軟体動物門のキヌマトイガイが全体

の 16％、湿重量において Thelepus sp.が全体の 38％を占め最も多かった。下層では個体数

において軟体動物門のムギガイが全体の 14％、湿重量において軟体動物門のコシダカガン

ガラが全体の 53％を占め最も多かった。 

 

  Ｄ．泉大津沖処分場 

    Ｄ－２では、上層から下層で 22～53 種類が出現し、中層で最も多く、上層で最も少なか

った。総個体数は 1,131～18,592 個体/0.25ｍ2、総湿重量は 21.44～807.48ｇ/0.25ｍ2で、

上層で最も多く、下層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層ではムラサキイガイが個体数で全体の 99％、湿重量で全体の 97％

を占め最も多かった。中層では、個体数において節足動物門のゼウクソ属が全体の 23％、

湿重量において原索動物門のネンエキボヤが全体の 30％を占め最も多かった。下層では、

個体数において環形動物門の Polydora sp.が全体の 24％、湿重量においてコシダカガンガ

ラが全体の 60％を占め最も多かった。 

    Ｄ－３では、上層から下層で 24～74 種類が出現し、下層で最も多く、上層で最も少なか

った。総個体数は 3,401～38,331 個体/0.25ｍ2、総湿重量は 216.93～1,7109.05ｇ/0.25ｍ2

で、ともに上層で最も多く、下層で最も少なかった。 

    優占種をみると、上層ではムラサキイガイが個体数において全体の 99％、湿重量におい

て全体の 98％を占め最も多かった。中層でも上層と同様に、ムラサキイガイが個体数にお

いて全体の 71％、湿重量において全体の 75％を占め最も多かった。下層では環形動物門の

エゾカサネカンザシが個体数において全体の 23％、湿重量において全体の 16％を占め最も

多かった。 
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表２－２－５ 枠取り分析結果(動物)  
調査地点

（調査日）

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 80 (33) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 6,665 (49) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 1,265 (38)

第２位 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 44 (18) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 3,074 (23) ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 528 (16)

第３位 ﾕｽﾘｶ科幼虫 31 (13) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 1,536 (11) ﾑｷﾞｶﾞｲ 425 (13)

第１位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 0.84 (35) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 80.04 (34) ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 29.45 (28)

第２位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 0.32 (13) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 74.93 (32) ﾚｲｼｶﾞｲ 24.16 (23)

第３位 ﾁｺﾞｹﾑｼ 0.30 (13) ﾑｷﾞｶﾞｲ 21.38 (9) ﾑｷﾞｶﾞｲ 17.40 (17)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 11,904 (99) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 880 (16) ﾑｷﾞｶﾞｲ 50 (14)

ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 19 (+) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 832 (15) ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 49 (14)

ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属

第３位 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 784 (14) Thelepus sp. 40 (11)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 200.96 (100) Thelepus sp. 48.56 (38) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 38.51 (53)

第２位 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 0.41 (+) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 21.12 (17) ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 9.69 (13)

ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 0.17 (+) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 10.56 (8) Thelepus sp. 5.72 (8)

ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 18,432 (99) ｾﾞｳｸｿ属 453 (23) Polydora sp. 276 (24)

第２位 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 47 (+) ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 386 (20) ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 216 (19)

第３位 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 44 (+) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 288 (15) ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 112 (10)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 783.36 (97) ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ 7.43 (30) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 12.93 (60)

第２位 ﾚｲｼｶﾞｲ 19.69 (2) ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 4.94 (20) ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 1.36 (6)

第３位 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 1.45 (+) ﾚｲｼｶﾞｲ 3.89 (16) ﾋﾗｺｹﾑｼ科 1.28 (6)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 37,888 (99) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 10,496 (71) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 768 (23)

第２位 Typosyllis sp. 81 (+) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 2,592 (18) ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 647 (19)

第３位 ﾀﾏｷﾋﾞ 72 (+) ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 288 (2) ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 277 (8)

第１位 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1,679.36 (98) ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 732.16 (75) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 34.32 (16)

第２位 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 15.12 (1) ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 99.36 (10) ｱﾐｺｹﾐｼ科 32.63 (15)

第３位 ﾏｶﾞｷ 10.13 (1) ﾚｲｼｶﾞｲ 30.76 (3) ｷｸｻﾞﾙ属 29.54 (14)

注）表中の（　）内の数値は総量に対する占有率を示し、+は 1％未満をを示す。

層

上
（M.W.L.±0.0ｍ）

中
（M.W.L.-2.0ｍ）

下
（M.W.L.-4.0ｍ）

201.84

総湿重量
（ g/0.25㎡ ) 2.38

総個体数
（個体 /0.25㎡ ) 11,998

18 60 56

出現種類数 (種類 ) 24

総個体数
（個体 /0.25㎡ ) 246 13,662 3,296

63 65

237.47 103.70

21.44

1,929 1,131

5,541 348

52

総個体数
（個体 /0.25㎡ ) 38,331 14,785 3,401

60 74出現種類数 (種類 ) 24

24.63

972.33

総湿重量
（ g/0.25㎡ ) 807.48

出現種類数 (種類 ) 22

総個体数
（個体 /0.25㎡ ) 18,592

53

個体数
からみた

優占種

湿重量

からみた

優占種

総湿重量
（ g/0.25㎡ )

1,719.05 216.93

大阪沖
Ｃ－２

（５月29日）

湿重量

からみた

優占種

第２位

第３位

個体数
からみた

優占種

泉大津沖
Ｄ－３

（５月21日）

127.10 72.77

個体数
からみた

優占種

神戸沖
Ａ－２

（５月30日）

泉大津沖
Ｄ－２

（５月21日）

出現種類数 (種類 )

湿重量

からみた

優占種

個体数
からみた

優占種

湿重量

からみた

優占種

総湿重量
（ g/0.25㎡ )
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１．枠取り分析結果（植物） 

(１)神戸沖処分場；Ａ-２（平成 22 年５月 30 日） 

単位：ｇ /0.25ｍ2

調査地点

No. 綱 種名 層 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵｻ属 5.34

2 ｱｵﾉﾘ属 0.13

3 ｼｵｸﾞｻ属 12.41 0.04

4 褐藻 ｸﾛｶﾞｼﾗ属 0.03

5 ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ 0.02

6 ｶﾔﾓﾉﾘ属 0.03

7 ﾀﾏﾊﾊｷﾓｸ 109.48

8 紅藻 ｵｰｼﾞｭｲﾈﾗ属    +     +     +  

9 ﾏｸｻ 3.49 103.47

10 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 27.04

11 ﾂﾉﾏﾀ属 10.57 0.42 0.51

12 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 23.26

13 ﾌﾀﾞﾗｸ 5.42

14 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 4.11

15 ｶﾊﾞﾉﾘ 1.72 45.23

16 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 0.02

17 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.04 0.08

18 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属 0.03

19 ｹｲｷﾞｽ 0.01    +  

20 ｲｷﾞｽ科 0.04

21 ｲﾄｸﾞｻ属 0.43 6.08 3.26

22 珪藻 Grammatophora  sp.    +     +  

23 Nitzschia sp.    +     +  
11 13 12

28.96 130.83 202.92

注）表中の「＋」は 0.01ｇ未満を示す。

Ａ－２

総湿重量

出現種類数

 

 



 

(２)大阪沖処分場；Ｃ-２（平成 22 年５月 29 日） 

単位：ｇ /0.25ｍ２

調査地点

No. 綱 種名 層 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵｻ属 0.87 1.14

2 ｱｵﾉﾘ属 0.08 0.01

3 ｼｵｸﾞｻ属 0.03 0.02    +  

4 褐藻 ﾌｸﾛﾉﾘ 9.21

5 紅藻 ｻﾝｺﾞﾓ目 -  

6 ﾏｸｻ 0.76

7 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 68.06 341.94

8 ﾂﾉﾏﾀ属 12.18 0.78

9 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 0.10

10 ｲﾜﾉｶﾜ科 -  

11 ﾌﾀﾞﾗｸ 19.06 24.08

12 ﾂﾙﾂﾙ 1.30

13 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 20.42

14 ｺｽｼﾞﾌｼﾂﾅｷﾞ 0.22

15 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.16    +  

16 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +     +  

17 ｲｷﾞｽ属    +     +  

18 ﾖﾂｶﾞｻﾈ属    +  

19 ｲｷﾞｽ科    +     +  

20 ﾀﾞｼﾞｱ属 0.02
21 ｲﾄｸﾞｻ属 0.02 0.13

22 ﾋﾒｺｻﾞﾈﾓ 0.33 0.46

23 珪藻 Melosira sp.    +     +  

24 Grammatophora sp.    +  

25 珪藻綱    +  

6 17 16

0.98 132.22 368.18

注）表中の「＋」は 0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２

総湿重量

出現種類数

 



(３)泉大津沖処分場；Ｄ-２（平成 22 年５月 21 日） 

単位：ｇ /0.25ｍ
2

調査地点

No. 綱 種名 層 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵﾉﾘ属 0.01 0.08

2 ｱｵｻ属 0.94 0.13

3 ｼｵｸﾞｻ属 0.22    +  

4 褐藻 ﾜｶﾒ 4,652.94 242.67

5 紅藻 ﾏｸｻ 1.69

6 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 21.52

7 ﾂﾉﾏﾀ属 3.54 46.67

8 ﾌﾀﾞﾗｸ 1.45

9 ﾍﾞﾆｽﾅｺﾞ 3.11 3.73

10 ｶﾊﾞﾉﾘ 4.31

11 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 628.94

12 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ 1.89 14.17

13 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ 0.03

14 ﾖﾂｶﾞｻﾈ属    +  

15 ｲｷﾞｽ科 0.22 0.03

16 ｲﾄｸﾞｻ属 2.04 0.06 0.08

17 珪藻 珪藻綱    +  

7 7 13

7.77 4,662.46 960.24

注）表中の「＋」は0.01g未満を示す。

Ｄ－２

総湿重量

出現種類数

 

 

(４)泉大津沖処分場；Ｄ-３（平成 22 年５月 21 日） 

単位：ｇ /0.25ｍ
2

調査地点

No. 綱 種名 層 上層 中層 下層

1 緑藻 ｱｵﾉﾘ属    +  0.01

2 ｱｵｻ属    +  0.27

3 ｼｵｸﾞｻ属 0.13

4 ﾐﾙ 0.28

5 褐藻 ﾜｶﾒ 1.53

6 紅藻 ﾀｵﾔｷﾞｿｳ 0.01

7 ｷﾇｲﾄﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ    +     +  

8 ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属    +  

9 ﾖﾂｶﾞｻﾈ属    +  

10 ﾀﾞｼﾞｱ属 0.11

11 ｲﾄｸﾞｻ属 0.01    +  

3 4 8

0.13 0.40 1.82

注）表中の「＋」は0.01g未満を示す。

総湿重量

出現種類数

Ｄ－３

 



２．枠取り分析結果（動物） 

(１)神戸沖処分場；Ａ－２（平成 22 年５月 30 日）－１ 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 海綿動物 石灰海綿 - - 石灰海綿綱 -  0.04
2 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.05
3 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｼﾊﾞ ｳﾐｼﾊﾞ科 -  +  
4 花虫 - - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 2 0.04 4 0.03
5 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 1 0.01 8 0.08 16 0.19
6 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 2 +  4 0.06 5 0.02
7 有針 針紐虫 ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ ｱﾝﾌｨﾎﾟｰﾙｽ属 4 0.21
8 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 9 0.02 5 0.03
9 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus sp. 4 0.05 8 0.42

10 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 34 0.17 72 0.26
11 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 19 0.54
12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 3 0.01 4 0.03
13 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 14 0.25
14 Eulalia sp. 2 0.01

15 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 +  2 0.11
16 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 11 0.04 1 +  

17 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  
18 ﾑﾗｻｷｼﾏｼﾘｽ 3 0.01
19 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 19 0.10 3 +  16 0.02
20 Typosyllis sp. 8 0.03 52 0.39 18 0.13

21 Autolytus sp. 1 +  

22 ｺﾞｶｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.01
23 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 7 0.10
24 ﾋﾒｺﾞｶｲ 1 0.01
25 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 1 0.02 1 0.01 2 0.01
26 ﾁﾛﾘ Glycera sp. 1 0.01 3 0.01

27 ｲｿﾒ Eunice sp. 1 0.09

28 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 21 0.04 19 0.03

29 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Dodecaceria sp. 112 0.32 1 +  

30 Tharyx sp. 3 0.01

31 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 72 5.52 19 0.68
32 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia sp. 1 +  

33 ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 13 0.13 1 +  
34 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. 60 6.36 11 1.56

35 Nicolea sp. 4 0.66

36 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 4 0.03 3,074 74.93 102 3.36
37 ｲﾊﾞﾗｶﾝｻﾞｼ 1 0.01
38 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp. 11 0.07 3 +  

39 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.02
40 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.05
41 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.30 -  1.04
42 ｳｽｺｹﾑｼ ｳｽｺｹﾑｼ科 -  0.03
43 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.08
44 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 0.25
45 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 4 0.15 1 0.02
46 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 2 7.95
47 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ ﾀﾏﾂﾎﾞ 3 0.01
48 ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ 1 +  
49 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 2 0.02 5 0.04
50 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 6 10.02 6 24.16
51 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 478 21.38 425 17.40
52 ﾉﾐﾆﾅ 4 0.01
53 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 22 0.18
54 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｸﾁｷﾚﾓﾄﾞｷ属 1 0.01
55 ｲﾄｶｹｸﾁｷﾚ属 1 +  2 +  
56 Iolaea sp. 3 0.02

57 ｲﾄｶｹｷﾞﾘ属 4 +  
58 頭楯 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 2 0.15 1 0.02
59 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 13 0.84
60 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 80 0.32 2 +  
61 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.01
62 ﾀﾏｴｶﾞｲ 8 0.04 2 0.04
63 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ ﾕｷﾐﾉ属 2 0.06
64 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱｻﾘ 1 +  
65 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ﾁﾁﾞﾐｲﾜﾎﾘｶﾞｲ 1 0.18
66 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 3 0.04
67 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 1,536 15.68 120 1.88

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

上層 中層 下層
Ａ－２



(１)神戸沖処分場；Ａ－２（平成 22 年５月 30 日）－２ 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

68 節足動物 顎脚 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 56 5.36
69 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 1 +  120 0.08
70 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 5 0.01
71 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 3 0.01
72 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.01
73 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 3 +  
74 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 3 +  288 0.24 18 0.02
75 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 44 0.23 301 0.79
76 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 8 +  116 0.12 4 +  
77 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 36 0.08
78 ｱﾘｱｹドﾛｸﾀﾞﾑｼ 64 0.04 5 0.01
79 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  1 +  
80 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 458 0.70 354 0.65
81 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 528 0.32
82 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 5 +  6,665 14.73 1,265 2.56
83 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 +  21 0.05
84 ﾔﾄﾞｶﾘ ｹﾌﾞｶﾋﾒﾖｺﾊﾞｻﾐ 2 0.70
85 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｱｶｼﾏﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.08
86 ｲｸﾋﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 3 0.03
87 ﾔﾏﾄﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 2 0.07
88 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 0.59
89 ｶｲｶﾑﾘ ｶｲｶﾑﾘ科 1 +  
90 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 4 0.01 32 0.08
91 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 4 0.60
92 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｻﾒﾊﾀﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.10
93 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 64 1.06
94 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科幼虫 31 0.06
95 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸｻｲﾛﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1 +  
96 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 2 1.37 18 3.40
97 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 80.04 4 29.45
98 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｺﾃﾞﾏﾘｳﾆ 1 0.02 1 0.03
99 原索動物 尾索 腸性 ｷｵﾅ ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 1 0.09
100 － － － － 卵塊 -  0.03

出現種類数 24 63 65
合計 246 2.38 13,662 237.47 3,296 103.70

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ａ－２
上層 中層 下層



(２)大阪沖処分場；Ｃ－２（平成 22 年５月 29 日）－１ 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 海綿動物 石灰海綿 - - 石灰海綿綱 -  0.08
2 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.06 -  1.02

3 腔腸動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  +  

4 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 4 0.02

5 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 7 0.09

6 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ 1 0.12

7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus sp. 13 0.35 1 +  

8 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 24 0.16 12 0.05

9 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 8 0.16 1 0.07

10 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 7 0.31

11 ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 1 0.03

12 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 0.04 1 0.02

13 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 76 0.52 6 0.02

14 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 3 0.01

15 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 15 0.17

16 Typosyllis sp. 2 0.02 42 0.36 8 0.04

17 Autolytus sp. 1 +  

18 ｺﾞｶｲ ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.09

19 ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 3 0.04

20 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 19 0.41 3 0.20 1 0.24

21 ﾋﾒｺﾞｶｲ 4 0.02 1 +  

22 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 2 0.01 30 0.41 10 0.15

23 ｲｿﾒ Eunice sp. 1 0.14 1 0.02

24 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella sp. 3 0.28

25 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 1 0.01

26 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 16 0.96 12 0.29

27 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 23 0.15 1 +  

28 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. 376 48.56 40 5.72

29 Lanice sp. 8 3.52

30 ｹﾔﾘ Branchiomma sp. 2 0.16

31 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 448 21.12 8 0.16

32 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp. 1 +  

33 苔虫 円口 ｸﾀﾞｺｹﾑｼ ｸﾀﾞｺｹﾑｼ科 -  0.03

34 唇口 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾁｺﾞｹﾑｼ -  0.32

35 ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  +  

36 ｳｽｺｹﾑｼ ｳｽｺｹﾑｼ科 -  +  -  0.01

37 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ科 -  0.01

38 ｱﾐｺｹﾑｼ ｱﾐｺｹﾑｼ科 -  0.12

39 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 0.01

40 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 1 0.02

41 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 9 38.51

42 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 4 2.68

19 翼舌 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ ｷﾘｵﾚ 5 0.10 2 0.02

43 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ 1 0.03

44 ﾚｲｼｶﾞｲ 4 1.60 1 0.86

45 ｲﾎﾞﾆｼ 1 2.19

46 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 83 8.34 50 4.77

47 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 1 0.01

48 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ﾖｺｲﾄｶｹｷﾞﾘ属 1 +  

50 側鰓 ｳﾐﾌｸﾛｳ ｳﾐﾌｸﾛｳ 1 3.02

51 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 2 0.17

52 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.74 8 9.69

53 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 11,904 200.96 64 0.16

54 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.02

55 ﾀﾏｴｶﾞｲ 48 1.60 1 +  

56 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 880 10.56 8 0.08

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２
上層 中層 下層



(２)大阪沖処分場；Ｃ－２（平成 22 年５月 29 日）－２ 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

57 節足動物 顎脚 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.02

58 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 0.09

59 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 2 +  

60 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 8 0.03 2 0.01

61 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 336 0.24 1 +  

62 端脚 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

63 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 1 0.01

64 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 9 0.01

65 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 19 0.01 272 0.32 5 0.01

66 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 0.01 64 0.32

67 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  48 0.11

68 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 96 0.16 33 0.05

69 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 784 0.80

70 ｳｴﾉﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 512 0.64

71 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 1 +  

72 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  192 0.32 18 0.07

73 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 80 0.13 49 0.04

74 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 48 0.06

75 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 11 0.02 832 1.50

76 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 5 0.31 1 0.02

77 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 1 0.01 11 0.03

78 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｹｱｼﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.92

79 ｲｸﾋﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.04 1 0.61

80 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 +  7 0.25

81 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 15 0.89

82 ｸﾓｶﾞﾆ ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 1 0.01

83 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｹﾌﾞｶｱﾜﾂﾌﾞｶﾞﾆ 1 0.03

84 ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 5 0.77

85 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 55 2.44 11 0.40

86 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 2 0.23 3 0.27

87 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ｳｽﾎﾞﾔ属 -  1.99
88 ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  3.06

89 壁性 ｽﾁｴﾗ ｴﾎﾞﾔ 2 10.44

90 － － － － 卵塊 -  0.96 -  0.04

出現種類数 18 60 56
合計 11,998 201.84 5,541 127.10 348 72.77

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｃ－２
上層 中層 下層



(３)泉大津沖処分場；Ｄ－２（平成 22 年５月 21 日）－１ 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 -  0.02
2 ｳﾐｼﾊﾞ ｳﾐｼﾊﾞ科 -  +  
3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 12 0.07

4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 14 0.18

5 紐形動物 無針 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 9 0.02 6 0.14 1 +  

6 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 21 0.08 5 0.02

7 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ Lepidonotus sp. 1 +  

8 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 31 0.25 22 0.07

9 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 2 0.01 1 0.01

10 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalum sp. 1 +  

11 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 1 +  

12 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 11 0.03

13 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  

14 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 44 0.64

15 Typosyllis sp. 3 0.04 31 0.12 8 0.02

16 Autolytus sp. 1 0.01

17 ｺﾞｶｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.04

18 ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 8 0.26 2 0.07

19 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 20 0.82 1 +  

20 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 6 0.24

21 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 47 1.45 54 0.47 2 0.01

22 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella sp. 1 0.01

23 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 23 0.01 276 0.36

24 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 2 0.01

25 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 1 +  

26 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. 1 0.03

27 Lanice sp. 1 0.02

28 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 12 0.26 46 0.64

29 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp. 1 +  

30 苔虫 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.43 -  0.07

31 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  +  -  1.28

32 ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ ﾄｹﾞｲﾀｺｹﾑｼ科 -  0.24

33 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  0.01

34 ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  +  -  +  -  0.20

35 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.15 -  1.36

36 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 2 0.84

37 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 8 0.59

38 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 4.94 2 12.93

39 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科 1 0.01

40 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 18 0.21

41 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ｶｺﾞﾒｶﾞｲ 1 0.33

42 ﾚｲｼｶﾞｲ 3 19.69 2 3.89

43 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 23 1.28 32 1.16

44 ﾉﾐﾆﾅﾓﾄﾞｷ 4 0.02

45 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ ｲﾄｶｹｸﾁｷﾚ属 2 +  

46 ｸｻｽﾞﾘｸﾁｷﾚ 1 +  2 0.01

47 裸鰓 - 裸鰓目 1 0.03

48 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 1 0.54

49 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 1 0.10

50 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 18,432 783.36 288 0.72 4 0.03

51 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 1 0.06

52 ﾀﾏｴｶﾞｲ 6 0.06

53 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 53 0.40 48 0.30

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
上層 中層 下層



(３)泉大津沖処分場；Ｄ－２（平成 22 年５月 21 日）－２ 

 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

54 節足動物 顎脚 完胸 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.01

55 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 453 0.17 76 0.05

56 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 2 +  19 0.04 8 +  

57 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 1 +  46 0.08

58 ﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ ｵﾀﾌｸﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.01

59 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  

60 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 1 +  31 0.09 16 0.03

61 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  56 0.41 14 0.04

62 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  386 0.37 85 0.04

63 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 1 +  9 0.04

64 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 130 0.09 216 0.20

65 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 5 0.02 68 0.24

66 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 4 0.01

67 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 8 0.03 12 0.04

68 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 6 0.01 143 0.19 112 0.20

69 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 6 0.01 3 0.01

70 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾔﾏﾄﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 8 0.02

71 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 +  12 0.05

72 ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 1 0.05

73 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 2 0.01

74 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 2 0.25 1 0.02

75 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 12 0.80 9 0.24

76 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ ｻﾝｼｮｳｳﾆ 3 0.05 4 0.13

77 ﾅﾏｺ 樹手 ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ ｲｼｺ 1 0.02

78 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  7.43

79 壁性 ｽﾁｴﾗ ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.01
80 － － － － 卵塊 -  0.18 -  0.19

出現種類数 22 53 52
合計 18,592 807.48 1,929 24.63 1,131 21.44

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－２
上層 中層 下層



(４)泉大津沖処分場；Ｄ－３（平成 22 年５月 21 日）－１ 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 海綿動物 尋常海綿 - - 尋常海綿綱 -  0.61 -  4.01

2 腔腸動物 ヒドロ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｼﾊﾞ ｳﾐｼﾊﾞ科 -  +  

3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 5 0.02 184 0.64 6 0.04

4 扁形動物 渦虫 多岐腸 - 多岐腸目 1 +  44 2.16 16 0.25

5 紐形動物 無針 古紐虫 ﾂﾌﾞﾗﾇｽ ﾂﾌﾞﾗﾇｽ科 1 0.06

6 異紐虫 ﾘﾈｳｽ ﾘﾈｳｽ科 8 0.05 6 0.03 7 0.23

7 有針 針紐虫 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 14 0.29 45 0.28 92 0.82

8 環形動物 多毛 遊在 ｳﾛｺﾑｼ ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 1 0.96

9 Lepidonotus sp. 8 0.06 20 0.34 4 0.20

10 ﾏﾀﾞﾗｳﾛｺﾑｼ 23 0.18

11 ﾐﾛｸｳﾛｸﾑｼ 17 0.58 18 1.52

12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻﾐﾄﾞﾘｻｼﾊﾞ 7 0.12 5 0.04

13 ﾏﾀﾞﾗｻｼﾊﾞ 1 +  

14 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp. 58 0.26 58 0.33

15 ｼﾘｽ ｶｷﾓﾄｼﾘｽ 1 +  

16 ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 55 1.52

17 Typosyllis sp. 81 0.63 23 0.07 2 0.01

18 Autolytus sp. 22 0.04 3 0.01

19 ｺﾞｶｲ ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 31 0.75 1 0.09

20 ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 6 0.74 8 0.01

21 ﾋﾒｺﾞｶｲ 8 0.09 14 0.10

22 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 49 1.72 237 10.71 168 7.32

23 ｲｿﾒ Eunice sp. 2 0.02 26 3.98

24 定在 ｽﾋﾟｵ Polydora sp. 163 0.32 41 0.11

25 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾁｸﾞｻﾐｽﾞﾋｷ 1 0.01

26 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 41 0.59 39 1.66

27 ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. 8 0.45 5 0.26

28 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 2,592 99.36 768 34.32

29 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 4 0.12

30 触手動物 箒虫 箒虫 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp. 88 0.48 194 0.48

31 苔虫 櫛口 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 -  0.02

32 唇口 ﾌｻｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ -  0.04 -  0.41

33 ﾋﾗｺｹﾑｼ ﾋﾗｺｹﾑｼ科 -  0.48 -  0.04

34 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科 -  1.92 -  0.08

35 ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｲﾀｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.16

36 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 -  0.18 -  0.46

37 ｱﾐｺｹﾑｼ ｱﾐｺｹﾐｼ科 -  32.63

38 腕足 頂殻 盤殻 Discinisca sp. 2 0.03

39 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 13 1.82

40 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ ｺﾓﾚﾋﾞｺｶﾞﾓｶﾞｲ 16 1.45

41 盤足 ﾀﾏｷﾋﾞ ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ 1 +  

42 ﾀﾏｷﾋﾞ 72 1.44

43 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 11 7.84 13 3.68

44 ｻﾞｸﾛｶﾞｲ ｻﾞｸﾛｶﾞｲ 2 0.15

45 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ 27 2.94 55 30.76 18 7.05

46 ｲﾎﾞﾆｼ 12 11.08 3 0.92

47 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ﾑｷﾞｶﾞｲ 35 2.96 118 9.91

48 裸鰓 - 裸鰓目 1 0.36

49 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ 1 0.27

50 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ 41 15.12

51 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 37,888 1,679.36 10,496 732.16 246 8.69

52 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 4 1.95

53 ﾀﾏｴｶﾞｲ 18 0.47 5 0.10

54 ｲｼﾏﾃ 1 0.02

55 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜ 2 28.24

56 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ﾏｶﾞｷ 1 10.13

57 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ ｷｸｻﾞﾙ属 1 29.54

58 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ﾁﾁﾞﾐｲﾜﾎﾘｶﾞｲ 2 0.23

59 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 77 8.93 7 1.22

60 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 288 4.08 267 5.88

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
上層 中層 下層



(４)泉大津沖処分場；Ｄ－３（平成 22 年５月 21 日）－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：個体数；個体/0.25㎡，湿重量；ｇ/0.25㎡

調査地点
層

№ 門 綱 目 科 種　名 項目 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

61 節足動物 顎足 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾐﾈﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 1.73

62 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 0.09 2 0.17

63 軟甲 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ ｾﾞｳｸｿ属 22 0.01 20 0.02

64 等脚 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 9 +  4 +  

65 ｺﾂﾌﾞﾑｼ ﾂﾉｵｳﾐｾﾐ属 3 0.09 3 0.07

66 端脚 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 13 0.02

67 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 11 0.07 8 0.05

68 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 8 0.05

69 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 37 0.03 9 0.01

70 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  

71 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 1 +  

72 ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 45 0.03 647 0.51

73 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属 277 0.22

74 ﾜﾚｶﾗ ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 1 +  17 0.06

75 ｵｻﾃﾜﾚｶﾗ 2 0.01

76 ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ 6 0.01 7 0.10

77 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 2 +  19 0.02 79 0.23

78 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 4 0.52

79 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ ﾊﾔｼﾛｳｿｸｴﾋﾞ 3 0.01

80 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ﾔﾏﾄﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 11 0.26

81 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 1 +  

82 ｶﾆﾀﾞﾏｼ ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 30 0.60

83 ﾌﾄｳﾃﾞﾈｼﾞﾚｶﾆﾀﾞﾏｼ 1 0.15 2 0.14

84 ｸﾓｶﾞﾆ ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 2 0.16 2 0.06

85 ﾖﾂﾊﾓｶﾞﾆ 7 0.02 1 2.51

86 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 15 2.06 36 18.07

87 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 28 0.90

88 ｲﾜｶﾞﾆ ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 12 0.49

89 昆虫 ﾊｴ ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科幼虫 1 0.01 1 +  

90 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ 2 0.97

91 ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 2 3.24

92 原索動物 尾索 腸性 ｼﾞﾃﾞﾑﾆ ﾈﾝｴｷﾎﾞﾔ -  12.13 -  7.26

93 壁性 ｽﾁｴﾗ ｺﾊﾞﾝｲﾀﾎﾞﾔ -  2.10
94 ﾌﾀｽｼﾞﾎﾞﾔ 1 0.06 7 3.16
95 ｴﾎﾞﾔ 1 3.62 12 18.52
96 ｳﾛｺﾎﾞﾔ 3 1.76
97 － － － － 卵塊 -  0.68

出現種類数 24 60 74
合計 38,331 1,719.05 14,785 972.33 3,401 216.93

注）個体数の「－」は計測不能を、湿重量の「＋」は0.01ｇ未満を示す。

Ｄ－３
上層 中層 下層
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Ａ．神戸沖処分場 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

付近 

 

ツルツル 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

タマハハキモク 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

付近 

 

シダモク 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

付近 

 

カバノリ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

付近 

 

マクサ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

マナマコ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－0.0ｍ 

刈り取り前 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－0.0ｍ 

刈り取り後 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

刈り取り前 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

刈り取り後 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

刈り取り前 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

刈り取り後 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

作業状況 

枠取り採取 

 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－２ 

 

作業状況 

目視観察 

 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

  

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

  

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

タマハハキモク 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ヨレモクモドキ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

付近 

 

シダモク 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

付近 

 

ササノハベラ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－４ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

付近 

 

ベニスナゴ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

  

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

レイシガイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－５ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

付近 

 

イトマキヒトデ 

マナマコ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

  

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

付近 

 

ムラサキイガイ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

付近 

 

レイシガイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

アオサ属 

カンザシゴカイ科

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

付近 

 

マナマコ 

キヒトデ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

付近 

 

カバノリ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

付近 

 

カレイ科 

 

生物調査 

 

 

調査点Ａ－７ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

タオヤギソウ 

調査日：平成 22 年 5 月 30 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．大阪沖処分場 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ-１ 

  

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－１ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

  

 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

ブロック溝 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

 

M.W.L±0.0ｍ 

溝 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

上層 

 

枠取り前 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

上層 

 

枠取り後 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

中層 

 

枠取り前 

M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

中層 

 

枠取り後 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

下層 

 

枠取り前 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－２ 

下層 

 

枠取り後 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

測線全景 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－３ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

作業状況 

観察の状況 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

作業状況 

ビデオ 

撮影 

の状況 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

測線全景 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－４ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

  

 

  

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－５ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｃ－６ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

  

 

調査日：平成 22 年 5 月 29 日 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．泉大津沖処分場 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－12.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－13.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

付近 

 

レイシガイ 

ムラサキイガイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ワカメ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ウミタナゴ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

付近 

 

オオバツノマタ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

アサヒアナハゼ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

クロダイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

ススカケベニ 

タオヤギソウ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

メバル 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り前 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り後 

M.W.L.±0.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り前 

M.W.L.－2.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り後 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り前 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－２ 

 

枠取り後 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－8.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－9.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－10.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－11.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－12.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－13.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ワカメ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L. －2.0ｍ 

付近 

 

アイナメ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

キヒトデ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－6.0ｍ 

付近 

 

ワカメ 

ススカケベニ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

M.W.L.－7.0ｍ 

付近 

 

メバル 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

枠取り前 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

枠取り後 

M.W.L.－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

枠取り前 

M.W.L.－4.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

枠取り後 

M.W.L.－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

作業状況 

枠取り採取 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－３ 

 

作業状況 

目視観察 

 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

＋1.0～±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

±0.0～－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－1.0～－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－2.0～－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－3.0～－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－4.0～－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

上室・上面 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

上室・側面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

上室・下面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

上室 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

上室 

人工海藻 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

下室・上面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

下室・側面 

 

クロダイ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

下室・下面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

下室 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室 

下室 

Ｕ字側溝 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

M.W.L.±0.0ｍ 

付近 

 

フダラク 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁周辺 

スズメダイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁周辺 

メバル 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

エコ岸壁周辺 

ワカメ 

タオヤギソウ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室内 

クロダイ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－５ 

 

遊水室内 

マナマコ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

測線全景 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L.＋1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

＋1.0～±0.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

±0.0～－1.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－1.0～－2.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－2.0～－3.0ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－3.0～－4.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－4.0～－5.0ｍ 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

 

M.W.L. 

－5.0～－5.5ｍ 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室・上面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室・側面 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室・下面 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室 

人工海藻 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

下室・下面 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

遊水室 

上室 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ワカメ 

 

 

生物調査 

 

 

調査点Ｄ－６ 

 

エコ岸壁 

M.W.L.－2.0ｍ 

付近 

 

ユウレイボヤ属 

 

調査日：平成 22 年 5 月 21 日 



 

 

 

 

 


